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Abstract

火星の岩石を概観する.
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1 表面の岩石の鉱物組成

バイキング着陸船が表面の岩石を採取して, X線蛍光分析計で化学組成を調べた.

その結果を表 1をに示す.

表 1 岩石の組成 (Basaltic volcanism, table 2.2.5)

2 内部の鉱物組成

よくわかっていない.
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